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◆ 「本人の意思を大切にした支援」をテーマに研修会開催 ◆
　令和６年11月14日、15日に「本人の意思を大切にした支援」をテーマに介護事業所及びケアマネジャー向けの

研修会を開催しました。
　高齢者一人一人が住み慣れた地域でできるだけ生活を続けられるよう、その人の意向に沿った支援を実施して
いくためには、どのような関わりが必要なのか考えました。
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フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た
！

　

あ
わ
ら
市
、坂
井
市
で
活
動
さ

れ
て
い
る
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

同
士
の
交
流
と
、フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ

ク
の
実
践
に
必
要
な
知
識
の
向
上

を
目
的
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
フ
レ
イ
ル
予
防
の
三
本

柱
の
一
つ
で
あ
る「
栄
養
」に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、あ
わ

ら
市
、坂
井
市
そ
れ
ぞ
れ
の
食
生

活
改
善
推
進
員
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、た
ん
ぱ
く
質
を
多
く
含
む
レ

シ
ピ
の
調
理
と
共
食
を
行
い
ま
し

た
。

　

最
初
に
、食
生
活
改
善
推
進
員

か
ら
フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
栄

と　

き　

令
和
６
年
12 
月
12 
日(

木)

と
こ
ろ　

春
江
中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　

と　

き　

令
和
７
年
２
月
14 
日(

金)

と
こ
ろ　

高
椋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　

１人分あたりの栄養価

鶏肉と野菜のとろみ煮

豆乳入り具だくさんみそ汁

かぼちゃのミルク煮

豆乳ゼリー

　　　　合　計

エネルギー（kcal）

182

207

135

66

590

たんぱく質 （g）

23.8

14.1

6.2

2.9

47.0
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養
や
食
事
の
摂
り
方
に
つ
い
て
の

お
話
を
聞
い
た
後
、各
市
の
管
理

栄
養
士
が
考
案
し
た
レ
シ
ピ
の
メ

ニ
ュ
ー
を
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。

　

調
理
と
共
食
を
通
し
て
、食
生

活
改
善
推
進
員
の
日
頃
の
活
動

に
つ
い
て
も
話
が
弾
み
、フ
レ
イ

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
食
生
活
改
善

推
進
員
が
健
康
に
対
す
る
意
識

を
共
有
で
き
た
と
の
声
も
あ
り
ま

し
た
。

サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
日
々
、

日
常
生
活
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
フ

レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
も
意
欲
的

に
学
ん
で
い
ま
す
。ご
興
味
が
あ

り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
お
近
く
の
フ

レ
イ
ル
予
防
教
室
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

【参加された皆さまの声】

今回の料理は塩分控えめ

だったが、美味しくいただけた。

分量を正確に測ることが大切

だと思った。

フレイルサポーター同士で

調理をして楽しかった。

健康づくりを通していろいろな

人と出会えるのがいい。

と　

き　

令
和
７
年
２
月
25
日(

火)

と
こ
ろ　

あ
わ
ら
市
食
育
ス
タ
ジ
オ　

１人分あたりの栄養価

和風キーマカレー

野菜のお浸し

かぼちゃのミルク煮

もやしのナムル

バナナプリン

　　　   合　計

243

75

103

68

202

691

18.6

4.8

3.2

4.2

4.8

35.6

ワンパターンの献立から

少し手を加えるだけで、

タンパク質を多く含むものが

簡単に作れそう。

エネルギー（kcal）たんぱく質 （g）
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問　

重
点
項
目
で
あ
る
自
立
支
援
事
業
「
短
期
集
中
予
防
サ
ー

ビ
ス
Ｃ
型
事
業
の
積
極
的
な
活
用
と
支
援
」
に
つ
い
て
、
坂
井

市
あ
わ
ら
市
で
の
現
状
課
題
の
共
有
は
ど
う
か
。
対
象
者
の
選

定
方
法
な
ど
の
協
議
や
成
果
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

答　

こ
の
事
業
は
、
生
活
行
為
に
支
障
の
あ
る
高
齢
者
を
対
象

に
、
保
健
・
医
療
・
介
護
の
専
門
職
が
、
週
１
回
程
度
、
３
か

月
か
ら
６
か
月
間
、
集
中
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
一
時
的
に
低

下
し
た
生
活
機
能
を
回
復
し
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
継
続

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

構
成
市
、
実
施
事
業
者
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
と
の
協
議
の
場
を
設
け
、
現
場
の
意
見
・
現

状
を
把
握
し
、
県
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
加
わ
り
、
課
題
の
洗
い
出

し
と
解
決
に
向
け
協
議
を
継
続
し
て
い
る
。

　

対
象
者
の
選
定
方
法
は
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
該
当
者

の
中
か
ら
、
進
行
性
の
疾
患
、
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
あ
る
人

を
除
く
な
ど
し
て
、
具
体
的
な
協
議
を
進
め
て
い
る
。
成
果
と

し
て
、
関
係
者
が
こ
の
事
業
の
対
象
者
を
選
定
し
や
す
く
す
る

た
め
に
フ
ロ
ー
図
を
作
成
し
、
共
通
認
識
を
図
れ
る
よ
う
に
し

た
。

問　

介
護
人
材
の
不
足
は
喫
緊
の
課
題
だ
が
、
広
域
連
合
と
し

て
ど
の
よ
う
な
事
を
実
施
し
て
い
る
か
。

答　

広
域
連
合
で
は
、
外
国
人
介
護
人
材
の
受
入
れ
も
有
効
な

方
策
の
１
つ
と
考
え
、
坂
井
地
区
で
働
く
外
国
人
介
護
職
員
の

交
流
や
、
資
質
向
上
を
目
的
と
し
た
「
外
国
人
介
護
職
員
の
集

い
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
新
規
事
業
と
し
て
、
外
国
人
介
護
者
へ
の
指
導
力

の
向
上
を
目
的
と
し
た
「
日
本
人
指
導
者
向
け
研
修
」
を
実
施

し
て
い
く
。
ま
た
、
定
着
支
援
を
目
的
に
、
「
介
護
人
材
確

保
・
充
実
奨
励
金
事
業
」
も
開
始
し
た
。

問　

国
の
新
た
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
訪
問

介
護
事
業
所
の
実
態
把
握
の
状
況
と
坂
井
地
区
内
で
の
問
題

点
、
課
題
は
何
か
。

答　

今
後
、
市
町
村
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
閲
覧
可
能
と
な
っ
た

時
点
で
、
速
や
か
に
分
析
を
行
い
、
介
護
事
業
所
の
実
態
の
把

握
を
行
っ
て
い
く
。

　

介
護
事
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
か
い
な
ど
の
関
係
機
関
や
構

成
市
と
連
携
し
、
事
業
所
が
抱
え
る
課
題
を
整
理
し
、
引
き
続

き
人
材
不
足
の
解
消
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
た
施
策

を
推
進
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
坂
井
地
区
内
の
問
題
点
と
課
題
に
つ
い
て
は
、
全
国

と
同
様
に
後
期
高
齢
者
の
増
加
と
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
傾
向

が
進
ん
で
お
り
、
今
後
、
介
護
人
材
不
足
が
よ
り
深
刻
化
す
る

こ
と
が
予
測
を
さ
れ
る
。　

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

適
正
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い

く
の
か
が
、
坂
井
地
区
で
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

問　

事
業
者
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
声
を
直
接
聞
い
て
対
応
す

べ
き
。

答　

介
護
保
険
事
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
か
い
で
は
、
訪
問
介

護
員
の
高
齢
化
に
加
え
、
な
り
手
が
い
な
い
と
の
声
が
挙
が
っ

て
い
る
。

　

な
り
手
が
不
足
し
て
い
る
要
因
と
し
て
は
、
訪
問
介
護
の
仕

事
は
、
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
て
働
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
時

間
や
曜
日
の
融
通
が
利
き
に
く
い
と
い
っ
た
こ
と
が
要
因
の
一

つ
と
捉
え
て
い
る
。

　

介
護
現
場
の
現
状
と
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と

な
の
で
、
現
場
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
課
題
を
整
理
し
、
今
後

の
取
組
み
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

畑
野 

麻
美
子 

議
員

訪
問
介
護
事
業
者
の
実
態
把
握

に
よ
る
訪
問
介
護
の
充
実
を

室
谷 

陽
一
郎 

議
員

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

重
点
項
目
の
現
状
と
具
体
的
施

策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　第81回広域連合議会定例会が２月12日（水）に開催されました。今回は、７議案が上程され、いずれも原案のとおり

可決されました。また２名の議員が一般質問を行いました。

● 令和６年度坂井地区広域連合一般会計補正予算（第２号）

● 令和６年度坂井地区広域連合介護保険特別会計補正予算（第２号）

● 令和７年度坂井地区広域連合一般会計予算

● 令和７年度坂井地区広域連合介護保険特別会計予算

● 令和７年度坂井地区広域連合代官山墓地特別会計予算

● 坂井地区広域連合地域包括支援センターの人員及び運営に関する

　 基準を定める条例の一部を改正する条例について

● 福井県市町総合事務組合規約の変更について

第81回　広域連合議会定例会

上 

程 

議 

案

一 般 質 問



諸支出金　1千円（0.0%）諸支出金　1千円（0.0%）諸支出金　1千円（0.0%）

　墓地事業費

210万1千円（100%）

　墓地事業費

210万1千円（100%）

　墓地事業費

210万1千円（100%）

その他　4千円（0.2%）

　財産収入　1千円

　繰越金　　1千円

　諸収入　　2千円

使用料及び手数料

209万8千円（99.8%）

使用料及び手数料

209万8千円（99.8%）

使用料及び手数料

209万8千円（99.8%）

総務費

3億1,475万3千円

（2.7%）

総務費

3億1,475万3千円

（2.7%）

総務費

3億1,475万3千円

（2.7%）

その他　1億1,608万7千円（1.0%）

　基金積立金　　　　　2千円

　諸支出金　1億1,458万5千円

　予備費　　　　　　150万円

　保険給付費

110億8,187万3千円（93.6%）

　保険給付費

110億8,187万3千円（93.6%）

地域支援事業費

3億2,395万3千円

（2.7%）

分担金及び負担金

17億807万4千円

（14.4%）

分担金及び負担金

17億807万4千円

（14.4%）

分担金及び負担金

17億807万4千円

（14.4%）

保険料

27億8305万円

（23.5%）

保険料

27億8305万円

（23.5%）

保険料

27億8305万円

（23.5%）

県支出金

16億3,770万7千円

（13.9%）

県支出金

16億3,770万7千円

（13.9%）

県支出金

16億3,770万7千円

（13.9%）

国庫支出金

24億6,876万円

（20.9%）

国庫支出金

24億6,876万円

（20.9%）

国庫支出金

24億6,876万円

（20.9%）

繰入金

1億4,529万3千円

（1.2%）

支払基金交付金

30億8,905万7千円

（26.1%）

その他諸収入等

472万5千円（0.0%）

5

令和７年度　当初予算令和７年度　当初予算令和７年度　当初予算

予算総額　125億5,821万5千円

坂井地区広域連合の令和７年度当初予算の概要をお知らせします。

　※１ 金額は原則千円未満を四捨五入しています。　※２ 比率は小数点第２位以下を四捨五入しています。

一般会計 総額　7億1,944万7千円

歳入総額

７億

1,944万7千円

分担金及び負担金

3億2,779万1千円

（45.6%）

分担金及び負担金

3億2,779万1千円

（45.6%）

分担金及び負担金

3億2,779万1千円

（45.6%）

国庫支出金

1億6,073万3千円

（22.3%）

国庫支出金

1億6,073万3千円

（22.3%）

国庫支出金

1億6,073万3千円

（22.3%）

歳出総額

７億

1,944万7千円

使用料及び手数料　1,935万9千円 （2.7%）

財産収入

282万2千円

（0.4%）

繰入金

1億2,810万7千円

（17.8%）

その他諸収入等

81万1千円（0.1%）

県支出金

7,982万4千円

（11.1%）

議会費　212万4千円（0.3%）

民生費

4億3,172万円（60.0%）

民生費

4億3,172万円（60.0%）

総務費

7,926万8千円

（11.0%）

総務費

7,926万8千円

（11.0%）

総務費

7,926万8千円

（11.0%）
衛生費

2億403万3千円

（28.4%）

その他　230万2千円（0.3%）

　基金積立金　1,802千円

　予備費　　　  500千円

介護保険特別会計 総額　118億3,666万6千円

歳入総額

118億

3,666万6千円

歳出総額

118億

3,666万6千円

代官山墓地特別会計 総額　210万2千円

歳入総額

210万2千円

歳出総額

210万2千円
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介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
正
し
い
使
い
方

〜
自
立
し
た
生
活
を
続
け
る
た
め
に
〜

要
介
護
度
を

悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に

介
護
予
防
は
な
ぜ
大
切
？

要
介
護
度
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も

で
き
る
こ
と
は
自
分
で
行
い
、

介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

体
を
使
わ
な
い
で
い
る
と
、徐
々
に

機
能
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。要
介

護
度
が
軽
い
の
に
、足
腰
が
弱
く
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち

に
な
る
と
、ま
す
ま
す
状
態
を
悪
化
さ

せ
介
護
が
必
要
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

要
介
護
度
が
軽
い
方
は
・
・
・

・
で
き
な
い
こ
と
を
補
助
し
て
も

　

ら
う
だ
け
で
な
く
、
で
き
る
こ

と
を
増
や
し
て
い
く

要
介
護
度
が
重
い
方
は
・
・
・　

・
で
き
る
範
囲
の
こ
と
は
な
る
べ

く
自
分
で
行
い
、
悪
化
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
く

※
著
し
く
重
い
場
合
を
除
く

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
ど
ん
な
人
？

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門

員
）は
、利
用
者
の
希
望
や
心
身
の
状
態

に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
導
い
て
く
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

窓
口
役
で
す
。居
宅
介
護
支
援
事
業
所

等
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

主
な
役
割

・
要
介
護
認
定
の
申
請
代
行

・
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の

連
絡
調
整

・
サ
ー
ビ
ス
の
再
評
価
と
サ
ー
ビ

ス
計
画
の
見
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

身の回りのことも
ヘルパーさんに
お願いしてしまう

活動が減り、筋肉も
衰えてしまう

デイサービス
などで運動

自分で家事を
続けられる

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に

　
　
　

任
せ
き
り
だ
と
・・・

積
極
的
に
介
護
予
防
に

　
　
　
　

取
り
組
む
と
・・・
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ケ
ア
プ
ラ
ン
は

誰
の
も
の
？

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
は
利
用
者
自
身
の
生
活
の
設
計
図
で
す
。利
用
者

本
人
を
支
え
る
家
族
の
希
望
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
大
切
で
す

が
、ま
ず
第
一
に
本
人
の
希
望
に
沿
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、生
活

は
改
善
し
て
い
き
ま
せ
ん
。専
門
職
で
あ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

意
見
を
参
考
に
、「
自
分
が
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
り

た
い
の
か
」
と
い
う
目
標
を
定
め
、実
現
の
た
め
に
役
立
つ
サ
ー

ビ
ス
を
調
整
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
は

家
族
や

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

お
任
せ
で
大
丈
夫
？

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
上

で
大
切
な
こ
と
は
、『
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
な
生
活
を
送
り
た
い
か
』と

い
う
目
標
を
持
ち
、実
現
の
た
め
に

役
立
つ
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
選
ぶ

こ
と
で
す
。ケ
ア
プ
ラ
ン
は
生
活
の

設
計
図
。自
立
し
た
生
活
を
続
け
る

た
め
に
、目
標
や
希
望
を
積
極
的
に

伝
え
ま
し
ょ
う
。

ケアプラン作成を
任せきりにしてしまうと・・・

ケアプラン作成の流れ

改善したいことが
はっきりしないまま、
介護サービスを
利用してしまう

「よくわからないから」
といってケアプランの
作成を任せてしまう

要介護度が
上がってしまった…

①
改
善
し
た
い
こ
と
や

　

希
望
を
担
当
の
ケ
ア

　

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
率
直

　

に
伝
え
ま
す

③
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
原
案
を

　

よ
く
検
討
し
ま
し
ょ
う

④
一
定
期
間
後
、
目
標

　

が
達
成
さ
れ
て
い
る

　

か
評
価
し
ま
す

②
目
標
を
設
定
し
ま
す

通所リハビリを利用して
掃除機掛けができるように
機能訓練してはどうでしょう？

６
か
月
後
に
、自
分
の

部
屋
の
掃
除
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
！

身の回りの掃除は
自分でやりたい！

ケ
ア
プ
ラ
ン
が
自
分
に

　
　

合
わ
な
い
と
感
じ
た
ら

は
じ
め
か
ら
自
分
に
最
適

な
ケ
ア
プ
ラ
ン
が
で
き
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。何
か
不
都

合
な
点
が
あ
っ
た
場
合
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
途
中
で
も

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
見
直
し
が
で

き
ま
す
。遠
慮
な
く
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

□
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
か
ら
詳
し
い
説
明
が

あ
っ
た
か

□
不
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
な
い
か

□
目
標
や
希
望
は
達
成
で
き
そ
う
か

□
経
済
的
に
負
担
は
大
き
く
な
い
か

□
家
族
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
か

月 火 水

●
訪問
介護

●
訪問
介護

通所
リハ

通所
リハ

木 金 土 日

午
前

午
後

「
介
護
給
付
費
の
お
知
ら
せ
」に
つ
い
て

　

利
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
費
用
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、

「
介
護
給
付
費
の
お
知
ら
せ
」
を
年
２
回(

６
月
と
12
月)

送
付
し
て
き
ま

し
た
が
、令
和
６
年
12
月
を
も
ち
ま
し
て
発
送
を
終
了
し
ま
し
た
。利
用

し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
は
、各
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
発
行

す
る
請
求
書
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
を
ご
使
用
の
方
へ

さ
か
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

代
官
山
墓
地
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
！

要
介
護
等
認
定
者
数
の

　
　
　
　
　
　
　
状
況

（令和７年１月31日現在）

◎ 

代
官
山
墓
地
と
は
？

　
坂
井
市
三
国
町
池
上
に
あ
る
緑
に
囲
ま
れ
た
場
所
で
、
車
通

り
も
少
な
く
、
区
画
と
区
画
の
間
も
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
、
快
適
な
墓
地
公
園
で
す
。

◎ 

使
用
許
可
の
要
件

　
１ 

あ
わ
ら
市
、
坂
井
市
に
お
住
ま
い
の
人
　
　

　
２ 

あ
わ
ら
市
、
坂
井
市
に
本
籍
ま
た
は
墓
地
の
あ
る
人

◎ 

申
請
に
必
要
な
も
の

　
・
住
民
票
抄
本
（
本
籍
地
記
載
あ
り
）

　
・
使
用
料
等
（
後
日
納
付
可
）

◎ 

使
用
料
と
維
持
費

　
※
使
用
許
可
の
要
件
２
に
該
当
す
る
人
は
、

　
　
使
用
料
、
維
持
費
が
下
記
の
２
割
増
と

　
　
な
り
ま
す
。

　
※
使
用
料
は
、
永
代
使
用
料
で
す
。

　
※
維
持
費
に
つ
い
て
は
、
永
代
で
は
あ
り

　
　
ま
せ
ん
。
条
例
な
ど
の
変
更
に
よ
り
納

　
　
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

使
用
許
可
証
の
使
用
者
お
よ
び
住
所
な
ど
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
墓
地
の
使
用
者
名
や
住
所
な
ど

に
変
更
が
あ
る
と
き
、
墓
地
の
使

用
許
可
証
を
紛
失
し
た
と
き
は
、

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
坂
井
地
区
広
域
連

合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
　

☎
０
７
７
６ 

― 

９
１ 

― 

３
３
０
８（
直
通
）

　
ト
イ
レ
か
ら
汲
み
取
っ
た
し

尿
の
中
に
布
や
衛
生
用
品
な
ど

の
異
物
が
多
く
混
入
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
異
物
は
、
処
理

施
設
の
配
管
の
詰
ま
り
や
機
器

等
の
故
障
の
原
因
に
な
り
、
施

設
の
稼
働
を
停
止
さ
せ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
施
設
が
停
止
す

る
と
し
尿
等
の
受
け
入
れ
が
で

き
な
く
な
る
た
め
、
ト
イ
レ
に

は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外

の
も
の
は
捨
て
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ト
イ
レ
か
ら
汲
み
取
っ
た
し

尿
の
中
に
布
や
衛
生
用
品
な
ど

の
異
物
が
多
く
混
入
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
異
物
は
、
処
理

施
設
の
配
管
の
詰
ま
り
や
機
器

等
の
故
障
の
原
因
に
な
り
、
施

設
の
稼
働
を
停
止
さ
せ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
施
設
が
停
止
す

る
と
し
尿
等
の
受
け
入
れ
が
で

き
な
く
な
る
た
め
、
ト
イ
レ
に

は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外

の
も
の
は
捨
て
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課

　
☎
０
７
７
６ 

―  

９
１ 

― 

３
３
０
８
（
直
通
）

絶
対
に
入
れ
な
い
で
！

●
布
類

タ
オ
ル
、
手
ぬ
ぐ
い
、

ガ
ー
ゼ
、
下
着
類
な
ど

●
脱
脂
綿
類

紙
お
む
つ
（
汚
物
の
み
ト
イ
レ
へ
）
、

生
理
用
品
な
ど

●
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

●
ゴ
ム
類

輪
ゴ
ム
、

ゴ
ム
手
袋
な
ど

●
非
水
溶
性
の
紙

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

マ
ス
ク
な
ど

●
油
類

天
ぷ
ら
油
、

灯
油
な
ど

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

計

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

計

あわら市 坂井市 計
【人】

（　）内は前年同月比（令和７年１月 31 日現在）

257（+45）

132（ +9）

453（+34）

194（ －4）

195（ 0）

243（ +5）

128（－23）

1,602（+66）

616（+19）

388（+32）

1,323（+27）

625（+45）

535（+24）

710（+20）

416（－29）

4,613（+138）

873（+64）

520（+41）

1,776（+61）

819（+41）

730（+24）

953（+25）

544（－52）

6,215（+204）

要支援１
14％
要支援１
14％

要支援２
8.4％
要支援２
8.4％

要介護１
28.6％
要介護１
28.6％要介護２

13.2％
要介護２
13.2％

要介護３
11.7％
要介護３
11.7％

要介護４
15.3%
要介護４
15.3%

要介護５
8.8％
要介護５
8.8％

認定者
6,215人
認定者
6,215人

　
春
と
い
え
ば
、
花
見
な
ど
自
然
を
満
喫
す
る

季
節
で
す
。
私
は
、
年
々
花
粉
症
が
ひ
ど
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
自
然
を
味
わ
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
健
康
に
は
お
気
を
つ
け
て
、
こ

の
季
節
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。
（
Ｔ
・
О
）

編
集
後
記




